
Ⅰ．はじめに

　文部科学省は、看護基礎教育において「看護学教育

モデル・コア・カリキュラム」を策定した。その背景

として、地域包括ケアシステム構築、多職種連携・チー

ム医療の促進、さらなる医療安全の要請等の社会の変

化に対応し、看護師として必要となる能力を備えた質

の高い人材養成が求められていることが挙げられる

（文部科学省，2017）。医療現場の状況や看護基礎教

育の施策の変化に伴い、医療現場で看護学生に直接指

導する臨地実習指導者（以下実習指導者）に求められ

ている役割や期待は大きい。しかしながら、実習指導

者の役割を担う臨床看護師は、実際の指導場面から教

育方法や学生との関わり、医療スタッフとの調整など、
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要　旨
目的：実習指導者の職務キャリアと実習指導者間のネットワーク構築に向けたニーズを明らか

にする。

方法：A大学の実習を受け入れている施設で実習指導者の役割を担う看護職者 107 名を対象と
して、職務キャリア尺度（石井）とネットワークシステムのニーズに関する自記式質問紙調査

を行った。解析は、IBM SPSS Statistics Ver26.0 にて実施した。
結果：看護師経験年数、実習指導者としての経験年数が長い実習指導者ほど職務キャリアが高

かった。また、職務キャリア尺度の因子の平均点をみると、「質の高い看護の実践と追求」が最

も高く、「自己能力の開発」が最も低かった。さらに、実習指導者同士の情報交換の場やネット

ワークの必要性が明らかとなった。

考察：実習指導者の職務キャリアを促進する支援には、「自己能力の開発」を促すための組織を

越えたネットワークニーズの必要性が示唆された。さらに、所属施設を越えた実習指導者同士

の情報共有の場は、地域包括ケアシステムを捉えた新たな指導方法の検討や指導者としての自

己研鑽の場として大きな意義があると考えた。
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様々な悩みや問題を抱え役割に付随するストレスを増

大させている。さらに役割に付随する様々な問題や悩

みは、認識されているものの未だ解決されないまま繰

り返されている（高木，2001；押領，2016）。先行

研究をみると、実習指導者への支援は、大学や看護協

会が主催する研修会や実習施設独自の研修会、実習指

導者自身が試行錯誤しながら自主学習に頼っている場

合が多く、実習指導者を支援する方法やプログラムは

存在している（白木，2014）が、実習指導者同士が

連携を強化し看護師としてのキャリアを促すような教

育支援システムが体系的に整理されていない。

　看護基礎教育における臨地実習は、座学での学びを

踏まえた看護実践能力の定着化、チームの一員として

の自覚が焦点となる中で、実習施設は行政、企業、病院、

訪問看護ステーション等多岐にわたる。そこで、研究

代表者は基礎看護教育の背景を鑑みて、臨地で看護学

生を支援する実習指導者は施設内だけでなく施設を越

えて連携を強化する必要があると考えた。これまでの

実習指導の連携に関する研究をみると、実習指導者と

看護教員の連携上の問題や連携の在り方に関する内容

（山田，2013；屋宜 2016）が多く、実習指導者同士

が情報交換や交流できる場、さらに施設を越えた連携

を示唆する研究は見当たらない。

　研究代表者のこれまでの研究成果から、実習指導の

体験は様々な課題と向き合いそれらを乗り越えるこ

とによって自己成長することができ、教育への関心

や臨床看護場面での専門性の追求など、キャリアを

促進する可能性が示唆されている（佐々木，2015a・

2015b）。また、平井（2006）は、キャリア開発には「一

人ひとりの看護師が職業生活を通して自己実現を果た

していくことを支援すること」として、キャリア開発

における個人の能力開発に対する組織の支援体制の重

要性を述べている。このように臨床看護師の成長過程

において、与えられる役割を自己成長できる機会とし

て捉えることが重要である。

　以上のことから、看護学生の実習を支援するという

共通の目的を持つ実習指導者が、組織を越えて交流す

ることで、臨地実習指導の質が高まり、さらには、実

習指導者が指導のプロセスにおいて認識した指導上の

問題や悩みを他者と共有し、視野を広げながら適切な

対応策を見出すことができる自律した看護師の育成に

繋がると考えている。そこで、自己成長を促すことの

できる実習指導者同士のネットワークシステムの構築

を目指すために、本研究では、その基礎的な資料とな

りうるニーズの実態調査を行った。

Ⅱ．研究目的

　臨地実習指導者の職務キャリアとネットワーク構築

に向けたニーズを明らかにすることである。

Ⅲ．研究方法

１．期間：2019 年４月１日～ 2020 年３月 31日

２．対象：A大学の実習を受け入れている施設で実習

指導者の役割を担う看護職者 108 名

　（役職、実習施設、経験年数は問わない）

３．調査方法

　　データ収集方法：自記式質問紙（無記名）　

　　　　　　　　　　郵送法によるアンケート調査

　　データ収集期間： 2019 年６月１日～

　　　　　　　　　　2019 年８月 31日

４．調査内容：自記式質問紙により、職務キャリア尺

度（石井，2005）43 項目についてはリッカートス

ケール５件法とし、ネットワークシステムのニーズ

に関する 21 項目も加えた。21 の質問項目は、看

護系大学教員、看護師教育歴のある看護管理者計３

名の討議によって作成した。調査前に 10名に対し、

作成した質問紙への記入のしやすさや項目の解釈に
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ばらつきがないかを検討するためにプレテストを実

施した。職務キャリア尺度は、開発者の承諾を得て

使用した。

５．分析方法：対象の属性および選択肢による回答に

ついては単純集計を行った。職務キャリア尺度の

解析は、IBM SPSS Statistics Ver.26.0 にて実施した。

職務キャリア尺度得点など量的変数の分布はヒスト

グラムを用いて正規分布から極端に偏りがないこと

を確認した。得られたデータの記述統計量を算出し、

看護師経験年数・実習指導者としての経験年数と職

務キャリア尺度との相関関係は、Pearson相関係数

を算出し無相関検定を行った。また職種と職務キャ

リア尺度との相関関係は、一元配置分散分析を行い、

有意水準は５％未満とした。さらに、「所属場所以

外で、実習指導者同士が情報を共有する場の必要性」

の理由、「所属場所以外でのネットワークの必要性」

の理由、「今の自分自身のキャリアに影響を与えた

きっかけや経験・契機」に関する内容については自

由記述集計を行った。自由記述の分析は、設問の意

図に則り、類似性・共通性に着目して分類し、その

内容を示す表現を検討し、カテゴリー名を命名した。

６．用語の定義

　　職務キャリア：職務上のある一定期間内に個人が

経験する職務内容、役割、地位、身分などの変化の

一系列と定義した。定義の意図は、本研究で使用し

ている「職務キャリア尺度」研究に用いられている

職務キャリアの定義を用いた。

Ⅳ．倫理的配慮

　本研究は、順天堂大学医学部附属静岡病院倫理委員

会において承認を得た（受付番号　倫 649）。施設の

看護代表者に対し、研究対象の条件を満たす実習指導

者に研究協力のお願いと同意説明文、調査票の入った

封筒一式の配布を依頼した。本調査への参加は個人の

自由意思であり、研究協力者が個別に調査用紙の返送

をもって同意を得たこととする。研究協力者に対する

依頼は、施設側の強制力が働かないように、調査の協

力の有無や回答内容については、看護代表者への報告

は一切不要であることを、看護代表者、研究協力者へ

の研究説明書に明示し、同意の有無は施設側にはわか

らないように研究協力者の人権擁護を保証した。研究

データの集計・分析は、すべてコード化し個人を特定

することはないことを保証した。

Ⅴ．結果

　質問紙は、84 施設 292 名に配布し 119 名から

回収した（回収率 40.8％）。そのうち有効回答数は、

108 名（有効回答率 90.8％）であった。解析対象者

は職務キャリア尺度の全質問（43 項目）に回答した

107 名とした。

１．対象者の属性（表１）

　研究協力が得られた実習指導者 108 名の背景をみ

ると、年齢の平均は、42.9 ± 9.75 歳であり、内訳

は、看護師 42.2 ± 9.1 歳、次いで保健師の 44.9 ±

9.8 歳、助産師は 47.3 ± 17.3 歳という結果であっ

た。性別は男性９名（8.3％）、女性 98 名（90.7％）

であった。看護職の経験年数は、平均 17.3 ± 9.77

年、実習指導者の経験年数は、5.4 ± 5.24 年であ

り、１年以上５年未満が 64.8％を占め、５年以上～

10年未満が 16.7％であった。看護教育学歴は、専門

学校が 65名（58.6％）と最も多く、次いで４年制大

学 20 名（18.0％）、短期大学 12 名（10.8％）、５年

一貫が５名（4.5％）であった。現在勤務している職

種は、看護師 87名（78.4％）が最も多く、次いで保

健師 14名（12.6％）、助産師６名（5.4％）であった。

現在保有している資格または認定は、介護支援専門員

が 25名（23％）、学会認定の資格が 15名（14.0％）、
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表１ 実習指導者の属性
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認定看護師６名（5.0％）、専門看護師１名（1.0％）、

その他の資格は 18名（16.0％）であり、資格なしが

44 名（40.0％）であった。現在の就業場所は、病院

（病棟）が 58 名（52.3％）、訪問看護ステーション

19 名（17.1％）、市町村が 12 名（10.8％）、施設７

名（6.3％）、病院（入退院支援関連部署）が３名（2.7）

であった。勤務形態では、正社員が 100 名（90.1％）

と最も多く、パートアルバイト６名（5.4％）、短時間

正社員２名（1.8％）の順であった。また、「役職あり」

は 46名（41.4％）、「役職なし」は、61名（55.0％）

であった。新人指導の経験は、92名（82.9％）が「あ

る」と回答し、16名（14.4％）が「なし」と回答した。

２．ネットワークシステムのニーズ調査結果

　１）仕事のことで最も相談する相手（表２）

　仕事のことで最も相談する相手として、同じ職

場の上司が 56 名（50.5％）と最も多く、次いで、

同じ職場の先輩 25 名（22.5％）、同じ職場の同期

入職者が 11 名（9.9％）、同じ職場の後輩が５名

（4.5％）、他の職場の方が４名（3.6％）、他の職種

の方が３名（2.7％）、その他が４名（3.6％）であった。

　２）�所属場所以外で実習指導者同士が情報を共有す

る場

　所属場所以外で実習指導者同士が情報を共有す

る場は、56名（50.5％）が「なし」と回答し、52

名（46.8％）が「あり」と回答している。自由記

載の 54ワードをみると、所属場所以外で、実習指

表２  12) 仕事のことで最も相談する相手

表３ 14) 所属場所以外で、実習指導者同士が情報を共有する場　「あり」と回答した方のみ
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導者同士が情報を共有する場として、院内 24ワー

ド、教育機関と実習施設間 22ワード、組織外６ワー

ド、附属病院間が２ワードであった。内訳をみると、

院内での委員会が最も多く、次いで教育機関主催の

実習指導者研修会、院内での実習指導者研修会、定

期的な教育機関との連携会議、実習前・中・後の担

当教員との打ち合わせであった（表３）。

３）�所属場所以外で実習指導者同士が情報を共有する

場の必要性

　所属する場所以外で実習指導者同士が情報を共有

表４  16) 所属場所以外で、実習指導者同士が情報を共有する場の必要性の理由（自由記載）

表５  18) 実習指導者の具体的なネットワークの内容
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する場の必要性については、92名（82.9％）が「必

要あり」と回答し、12 名（10.8％）は「必要な

し」と回答した。さらに、「必要あり」の理由として、

87 名からの自由記載を類似性・共通性を内容別に

分類し、カテゴリー名を命名した。その結果、【悩

みを共有し、解決への糸口をみつける】【実習指導

の質を高める】【自施設での実習指導の在り方を考

える】【現在の教育方法や学生のレディネスを知る】

の４つのカテゴリーが抽出された（表４）。一方で、

「必要なし」と回答した７記述については、【共有し

たいことがわからない】【指導の混乱をきたす】【時

間がない】【トップマネージャレベルの共有が大切】

のカテゴリーに分類した。

４）身近な実習指導者のネットワークについて

　身近な実習指導者のネットワークについては、

94名（84.7％）が「ない」、13名（11.7％）が「あ

り」と回答している。具体的なネットワークの内容

について 13名から回答が得られた。所属場所内で

のネットワークが７ワード、所属場所以外のネット

ワークが４ワード、教育機関と実習施設間でのネッ

トワークが２ワードであった（表５）。

５）実習指導者のネットワークの必要性

　実習指導者のネットワークの必要性について、「必

要である」と回答したのは 82名（73.9％）で、22

名（19.8％）が「必要はない」と回答している。「必

要である」と回答した 71ワードの自由記載を分類

し、【実習指導の質向上】【実習指導者としての資質

向上】【リフレクションの機会】【自組織を客観視す

る機会】の 4カテゴリーが抽出された。一方で、「必

要はない」と回答した 16ワードを分類すると、【業

務の負担になる】【教員からの情報提供で十分】【情

報共有は必要だがネットワークは不要】【イメージ

がつかない】というカテゴリーが抽出された（表６）。

表６ 20) 臨地実習指導者のネットワークの必要性の理由（自由記載）
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６）�今の自分自身のキャリアに影響を与えたきっかけ

や経験、契機について

　自由記載による 68の記述を内容別に分類し、内

容を示すカテゴリーを命名した。その結果、【自分

自身の看護体験】【役割に付随する経験】【組織内外

の研修会や自己研鑽】【人とのかかわり】【これまで

の生活環境や職場環境】の５カテゴリーが抽出され

た（表７）。

３．職務キャリア尺度と属性の関係

　看護職としての経験年数、実習指導者としての経験

年数ともに職務キャリアの総スコアと有意な正の相関

が認められた。看護職経験年数、実習指導者としての

経験年数が長い実習指導者ほど職務キャリアが高かっ

た。また、「自己能力の開発」の因子との相関関係が

0.368 と最も高く強い相関を認めた（表８）。さらに、

職種間の「多様な経験の蓄積」にも有意差が認められ、

スコアの平均値は助産師が最も高く、保健師が最も低

かった（表９）。

４．職務キャリア尺度総スコアと因子別スコアとの比

較（表 10）

　職務キャリア尺度の因子別の平均値をみると、総ス

コア 3.41 を基準とし、「質の高い看護の実践と追求」

が 3.88 と最も高く、「自己能力の開発」が 2.48 と最

も低かった。因子別スコアは、質の高い看護の実践と

追求　＞　対人関係の形成と調整　＞　多様な経験の

蓄積　＞　自己能力の開発の順であった。

表７ 21) 今の自分自身のキャリアに影響を与えたきっかけや経験、契機（自由記載）
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表８ 職務キャリアと看護職、実習指導者としての経験年数の関係

表９ 職務キャリアと現在勤務している職種の関係

表10 職務キャリア尺度総スコアと因子別スコア
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Ⅵ．考察

１．実習指導者の職務キャリアの実態と影響する要因

　本分析によって、看護職経験年数、実習指導者とし

ての経験年数が長い実習指導者ほど職務キャリア尺度

の総スコアが高いことがわかった。実習指導者として

の経験年数が長い回答者は看護職経験年数も長い傾向

にあり、両経験により職務キャリアの向上が期待でき

ると考える。43 項目の職務キャリア尺度の４つの因

子「質の高い看護の実践と追究」「対人関係の形成と

調整」「多様な経験の蓄積」「自己能力の開発」の平均

値をみると「質の高い看護の実践と追究」が最も高かっ

た。藤岡ら（2004）は、実習指導者の条件として、「自

己の看護観が確立し、感性豊かな看護への取り組みと、

後輩に看護のすばらしさを素直に伝えられる。看護の

仕事に誇りを持っている人が基本である。その上に、

看護実践能力、リーダーシップ能力や論理的なものの

考え方、指導についての専門知識や技術を培って、指

導に関わることが望ましい」と述べている。以上のこ

とから、実習指導者を任命する看護責任者が意図的に

看護実践能力に優れた看護職者を任命していることが

考えられる。一方、自己能力の開発が最も低かったこ

とにおいては、尺度の下位項目において「看護研究や

学会発表の経験が豊富である」「研究の発表能力が優

れている」など看護研究に特化した内容であったこと

が要因であると考える。宮芝ら（2012）は、臨床看

護師が取り組む看護研究について、継続教育、業務改

善、看護師の知識・技術の向上を目指し、新知見の探

求を目的としている施設は少ないことを指摘している。

研究の本来の目的である真事の探究というよりスタッ

フ教育という目的で実施されている実態がある（宮芝，

2012；菅谷，2018）。本来、看護研究は義務化され

るものではなく、看護職者の自主性や興味により研究

に取り組むものである。実習指導者を担う看護職の職

務キャリアをさらに高めるためには、主体的に深い知

識を追究したり、原因を解明する探究心を培い、実践

の場や教育の場における研究的視点を養うことが重要

であると考えた。東（2010）は、臨床での実践を振

り返る方法としてリフレクションの有効性を述べ、十

分に探究的であり、事例研究とはリフレクションでは

ないかという見解も示している。さらに、１人の看護

師のリフレクションでの学びが、ほかの看護師の実践

にリレーされ、看護師の実践能力の向上と臨床の知を

体系化する可能性を示唆している。

　本研究において、今の自分自身のキャリアに影響を

与えた経験、契機について、【役割に付随する経験】

には、実習指導者として学生とかかわることにより看

護の追究や教育的視点の芽生えに繋がっている記述が

明らかとなった。また、【自分自身の看護体験】として、

臨床での患者や家族とのかかわりを通じた経験や同僚

など【人とのかかわり】【組織内外の研修会や自己研

鑽】が、看護師としての成長や契機に繋がっている記

述も明らかとなった。佐藤（2019）は、看護職のキャ

リアを最初の 10 年をキャリア初期、最後の 10 年を

キャリア後期、キャリア初期とキャリア後期の間の

比較的長い 20年間程度をキャリア中期として捉えて

いる。本研究の実習指導者の属性をみると、77％が

キャリア中期にあたり、キャリア初期は 20％を占め

ていた。また、実習指導者としての経験は、５年未満

が 65％であり 10 年未満が 16％、10 年以上が 12％

であった。病院における実習指導者の役割付与は、ス

タッフ教育での一貫と位置付けている場合も多い。一

方、訪問看護ステーションや行政など人員が限られて

いる施設においては固定された実習指導者がその役割

を担っていることが考えられる。佐藤（2019）は、キャ

リア中期の発達の特徴として、キャリア初期に描いて

いた自分の姿と、現実の自分の在りようのギャップに

苦しむ場合がある。しかしながら、自身の仕事上の経

験や人生経験を客観的な出来事として他者に話すこと

ができるようになり、自身を外界に向けて再解放する

時期になると述べている。本研究対象者の属性を見て
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も就業場所も病院から地域、行政と多岐に渡っている。

多種多様なキャリアを有する実習指導者が、実習指導

という共通の役割や目的を通して繋がるネットワーク

はリフレクションの場となり得、自身の実践を語るこ

とによって、個の成長および組織の成長を促進させる

可能性が示唆された。

２．組織を越えたネットワークの意義

　本研究において、実習指導者同士の所属場所以外で

の情報交換の場やネットワークの必要性が明らかに

なった。所属場所以外で実習指導者同士が情報を共有

する場の必要性の理由として、【悩みを共有し、解決

の糸口を見つける】【実習指導の質を高める】【自施設

での実習指導の在り方を考える】【現在の教育方法や

学生のレディネスを知る】というカテゴリーが抽出さ

れ、社会情勢や最新の基礎教育に応じた現状よりもさ

らに質の高い実習指導を実践したい実習指導者として

の思いが導き出された。また、実習指導者間のネット

ワークの必要性の理由として、【実習指導の質向上】【実

習指導者としての資質向上】【リフレクションの機会】

【自組織を客観視する機会】の４カテゴリーが抽出さ

れた。情報共有する場の必要性で抽出されたカテゴ

リーとほぼ類似していたが、【リフレクションの機会】

という新たなカテゴリーが抽出された。これは、実習

指導者からのネットワークの必要性と先に考察として

述べたリフレクションの場が職務キャリアを促進させ

る可能性と合致した。つまり、実習指導者間のネット

ワークは、実習指導者としての経験を語り意味づけを

行い相互に成長しあう場としての意味を持つと考えた。

　これまでの病院での医療は地域完結型へと転換し、

地域包括ケアシステムが本格化している昨今、実習指

導の在り方を再考する時期だといえる。実習指導者講

習会において地域包括ケアシステムに関する授業の導

入を試みた研究をみると、実習指導に直結する効果に

加え、その前提となる看護実践そのものの質向上に貢

献したことを明らかにしている。一方で、地域包括ケ

アの知識や考え方を活かす方法の学びはもたらしたが、

具体的な活用方法については部署等の状況に照らして

検討する必要性を課題としていた（大西，2019）。今後、

本研究で明らかとなった所属場所以外での情報交換の

場やネットワークシステムを構築することは、地域包

括ケアシステムの中での実習指導の在り方や連携、具

体的方法を模索する一助に繋がる可能性が示唆された。

　また、在宅看護における連携に関する文献レビュー

では、病棟看護師、訪問看護師双方が連携の重要性を

認識しているが、看護師の現状と課題は、過去 15年間、

大きな変化を遂げてはおらず、看護連携における連携

体制の具体的な手法、有効的な手段、その検証が講

じられていないことを指摘している（森，2020）。昨

今、「顔のみえる」関係づくり、場づくりが重要視さ

れ、相互の「情報共有」が在宅移行後の患者の生活に

大きく影響するといわれている。本研究における実習

指導者は、患者ケアと同様に社会情勢や基礎教育の背

景を鑑みて、学生によりよい指導を行いたいという実

習指導者としての役割遂行における責任感から、所属

場所以外での情報交換の場やネットワークの必要性を

実感していたといえる。さらに、組織や職位を越えた

多様な看護実践力を有した看護職者と交流することで、

自分自身の視野を広げる機会となり得、自身のキャリ

アを促進するべく「自己能力の開発」の場を求めてい

る可能性が示唆された。しかしながら、ネットワーク

の必要性について「必要なし」と回答した記述をみる

と【業務の負担になる】【教員からの情報共有で十分】

などのカテゴリーも抽出された。現場での看護職の負

担も増大し、マンパワー不足も懸念されている現状を

加味したネットワークシステムが必要となる。看護学

生の実習の場は、行政、企業、病院、訪問看護ステー

ション等多岐にわたっている。看護学生を支える臨地

で看護学生を支援する実習指導者は施設内だけでなく

施設を越えて連携を強化すること、さらに大学などの
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教育機関との連携は必須である。連携により新たな実

習指導方法への示唆を得ることにも繋がり、看護学の

発展に寄与する可能性も考えられる。そこで、多様な

働き方やリアルタイムでの問題解決に対応できる ICT

（Information and Communication Technology：情報通信

技術）を活用したネットワークシステムの構築も視野

に入れたい。

　以上のことから、実習指導者の支援は、「自己能力

の開発」を視野に入れ、さらに現場で活用しやすい

ICTを活用したネットワークシステムの構築が急務で

ある。ネットワークシステムが機能することにより、

実習指導者のみならず、次世代を担う看護職への質の

高い指導が可能となり、後輩育成においても意義があ

ると考える。

３．研究の限界と課題

　本研究は、研究対象者を A大学で実習指導者の役

割を担っている保健師、助産師、看護師としたため、

職歴や経験年数、職種の比率にばらつきがみられたも

のの、組織を越えた実習指導者同士の連携の必要性を

明らかにすることができた。職務キャリア尺度につい

ては看護師を主語とした質問項目であり、各職種に置

き換えながらアンケート調査を実施したため回答者が

解釈に悩む項目があったと考える。しかしながら、施

設で実習指導者の役割を担う者は、管理者から期待さ

れ、看護学生の指導が可能であると判断された実践力

を兼ね備えた人材であると考える。

　今後の課題は、医療機関に勤務する臨床看護師のみ

ならず、地域包括支援システムの中で活躍する看護職

を育成するという点において、職種ごとの傾向把握と

分析を重ねていく必要性があると考えている。

Ⅶ．結論

１ ．看護専門職としての経験年数と実習指導の経験を

有した実習指導者は、職務キャリアが高かった。こ

れらの経験を意味づけすることによって、さらなる

職務キャリアの向上が期待できる。

２ ．実習指導者は、所属施設を越えた実習指導者同士

の情報共有の場を臨んでおり、地域包括ケアシステ

ムを捉えた指導方法の検討や指導者としての自己研

鑽の場として期待している。

３ ．実習指導者の職務キャリア尺度の因子では、「質

の高い看護の実践と追求」「対人関係の形成と調整」

に関する能力が高かった。しかしながら、「自己能

力の開発」に関する項目が低い傾向にあったが、組

織を越えたネットワークの構築により、「自己能力

の開発」が促進され実習指導の新たな知見が得られ

る可能性が示唆された。
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